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補
聴
器
販
売
者
技
能
向
上
研
修

補
聴
器
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
お
り
、
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
か
ら
「
補
聴
器
に
関
し
て
、
販
売
店
の
知
識
・
技
能
や
サ
ー
ビ
ス
体
制
が
十
分
で
な
い
」
と
の
問
題
点

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
補
聴
器
の
安
全
で
効
果
的
な
使
用
に
資
す
る
た
め
、
質
の
高
い
補
聴
器

販
売
者
の
養
成
等
に
必
要
な
経
費
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

背
景

事
業
内
容

補
聴
器
販
売
者
が
適
切
な
補
聴
器
の
選
定
や
使
用
指
導
等
を
的
確
に
行
え
る
よ
う
、
必
要
な
知
識
及
び
技
能

を
修
得
さ
せ
る
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
。

補
聴
器
の
安
全
で
効
果
的
な
使
用
に
関
す
る
普
及
啓
発

事
業
内
容

補
聴
器
の
安
全
で
効
果
的
な
使
用
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
補
聴
器
に
関
す
る
情
報
等
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発

を
実
施
す
る
。

補
聴
器
販
売
者
の
技
能
向
上
研
修
等
事
業

令
和
元
年
度
予
算
額
４
０

,５
４
０
千
円
（
４
０

,５
４
０
千
円
）
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医
療
機
器
開
発
推
進
研
究
事
業

○
我
が
国
へ
の
医
療
機
器
の
開
発
や
製
品
化
は
、
欧
米
に
遅
れ
を
取
る
こ
と
が
多
く
、
先
駆
け
審
査
指
定
制
度
の
導
入
等
に
よ
り
、
我
が

国
で
の
開
発
を
促
進
さ
せ
る
取
組
を
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
今
後
、
国
際
競
争
力
・
効
率
性
の
高
い
医
療
機
器
の
開
発
を
、
重
点
分
野

を
定
め
た
上
で
総
合
的
に
よ
り
一
層
促
進
す
る
た
め
に
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
医
療
機
器
開
発
や
、
開
発
リ
ス
ク
が
高
い
分
野
へ
の
参
入

促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

○
本
事
業
で
は
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
、
人
工
組
織
・
臓
器
、
低
侵
襲
治
療
、
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、
在
宅
医
療
機
器
等
の
重
点

分
野
や
ア
ン
メ
ッ
ト
メ
デ
ィ
カ
ル
ニ
ー
ズ
の
対
策
に
資
す
る
医
療
機
器
に
つ
い
て
、
日
本
で
生
み
出
さ
れ
た
基
礎
研
究
の
成
果
を
薬
事
承

認
に
つ
な
げ
、
革
新
的
な
医
療
機
器
を
創
出
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
革
新
的
医
療
機
器
の
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
疾
患
登
録
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
た
革
新
的
医
療
機
器
の
開
発
等
を
支
援
。

事
業
概
要
（
背
景
・
課
題
等
）

具
体
的
な
研
究
内
容
等

①
医
療
費
適
正
化
に
貢
献
す
る
医
療
機
器
の
臨
床
研
究
・
医
師
主
導
治
験

疾
病
の
早
期
診
断
、
適
切
な
治
療
方
法
の
選
択
、
患
者
負
荷
の
大
幅
な
低
減
、
高
い
治
療
効
果
等
に
よ
り
医
療
費
適
正
化
に
資
す
る
医

療
機
器
の
臨
床
研
究
や
医
師
主
導
治
験
を
支
援

②
疾
患
登
録
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
臨
床
研
究
・
医
師
主
導
治
験

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
や
学
会
等
が
構
築
し
た
疾
患
登
録
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
医
師
主
導
治
験
を
実
施
す
る
研
究
を
支
援

③
小
児
用
医
療
機
器
の
実
用
化
を
目
指
す
臨
床
研
究
・
医
師
主
導
治
験

医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
、
小
児
用
の
小
型
又
は
成
長
追
従
性
の
医
療
機
器
を
開
発
し
、
企
業
へ
の
導
出
を
目
指
す
臨
床
研
究
・
医
師
主
導

治
験
等
を
支
援

④
高
齢
者
向
け
医
療
機
器
の
実
用
化
を
目
指
す
臨
床
研
究
・
医
師
主
導
治
験

在
宅
医
療
の
推
進
に
資
す
る
医
療
機
器
等
、
高
齢
者
に
特
徴
的
な
疾
病
に
関
す
る
医
療
機
器
を
開
発
し
、
企
業
へ
の
導
出
を
目
指
す
臨

床
研
究
・
医
師
主
導
治
験
等
を
支
援

⑤
革
新
的
医
療
機
器
の
実
用
化
を
目
指
す
臨
床
研
究
・
医
師
主
導
治
験

革
新
的
な
医
療
機
器
を
開
発
し
、
企
業
へ
の
導
出
を
目
指
す
臨
床
研
究
・
医
師
主
導
治
験
等
を
支
援

31
年
度
予
算
：

1,
23

4,
84

5千
円

2



e-
ヘ
ル
ス

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
機
能
）

健
康
増
進
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
事
業
費

●
栄
養
・
運
動
・休
養
・口
腔
・
た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
が
ん
・
糖
尿
病
・
循
環
器
・そ
の
他
（感
覚
器
な
ど
）
の
1
0分
野
に
つ
い
て
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
対
策
等
に
必
要
な
最
新
情
報
を
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
（h
tt
p:
//
w
w
w
.e
-h
ea
lt
h
n
et
.m
h
lw
.g
o
.jp
/）
に
て
提
供
。

●
情
報
提
供
は
、
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
情
報
評
価
委
員
会
で
正
式
決
定
し
た
情
報
を
掲
載

し
て
い
る
。

■
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
康
情
報
サ
イ
ト

平
成
２
０
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
医
療
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
定
め
ら
れ
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
国
民
の
生

活
習
慣
へ
の
改
善
を
行
う
た
め
に
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
正
し
い
情
報
の
国
民
へ
の
発
信
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

情
報
提
供

（
最
新
情
報
の
提
供
）

情
報
提
供
対
象
者

情
報
評
価
委
員
会

（
専
門
委
員
）

保
険
者
・
事
業
者

構
成
図

政
府
共
通

プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
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生
活
習
慣
病
に
関
す
る
情
報
提
供
サ
イ
ト「
e-
ヘ
ル
ス
ネ
ット
」

ht
tp

s:/
/w

w
w.

e-
he

al
th

ne
t.m

hl
w.

go
.jp
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「
医
療
機
器
」
の
定
義

「
医
療
機
器
」
の
定
義

1

この
法
律
で
「医
療
機
器
」と
は
、

人
若
しく
は
動
物
の
疾
病
の
診
断
、治
療
若
しく
は
予
防
に
使
用
され
る
こと
、

又
は
人
若
しく
は
動
物
の
身
体
の
構
造
若
しく
は
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
こと

が
目
的
とさ
れ
て
い
る
機
械
器
具
等
※
（
再
生
医
療
等
製
品
を
除
く。
）
で
あ
つ
て
、

政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う。

(医
薬
品
医
療
機
器
法
第
２
条
第
４
項
)

この
法
律
で
「医
療
機
器
」と
は
、

人
若
しく
は
動
物
の
疾
病
の
診
断
、治
療
若
しく
は
予
防
に
使
用
され
る
こと
、

又
は
人
若
しく
は
動
物
の
身
体
の
構
造
若
しく
は
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
こと

が
目
的
とさ
れ
て
い
る
機
械
器
具
等
※
（
再
生
医
療
等
製
品
を
除
く。
）
で
あ
つ
て
、

政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う。

(医
薬
品
医
療
機
器
法
第
２
条
第
４
項
)

※
機
械
器
具
、
歯
科
材
料
、
医
療
用
品
、
衛
生
用
品
並
び
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
（電
子
計
算
機
に
対
す
る
指
令
で
あ
っ
て
、
一
の

結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
）
及
び
こ
れ
を
記
録
し
た
記
録
媒
体
を
い
う
。

【福
祉
用
具
の
定
義
】

心
身
の
機
能
が
低
下
し日
常
生
活
を営
む
の
に
支
障
の
あ
る
老
人
又

は
心
身
障
害
者
の
日
常
生
活
上
の
便
宜
を図
る
た
め
の
用
具
及
び
こ

れ
らの
者
の
機
能
訓
練
の
た
め
の
用
具
並
び
に
補
装
具
をい
う。

（
福
祉
用
具
法
第
２
条
）
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2

政
令
（
医
薬
品
医
療
機
器
法
施
行
令
）

別
表
第
一

機
械
器
具

一
手
術
台
及
び
治
療
台

二
医
療
用
照
明
器

三
医
療
用
消
毒
器

四
医
療
用
殺
菌
水
装
置

五
麻
酔
器
並
び
に
麻
酔
器
用
呼
吸
嚢
の
う 及
び
ガ
ス

吸
収
か
ん

六
呼
吸
補
助
器

七
内
臓
機
能
代
用
器

八
保
育
器

九
医
療
用
エツ
クス
線
装
置
及
び
医
療
用
エツ
クス

線
装
置
用
エツ
クス
線
管

十
放
射
性
物
質
診
療
用
器
具

十
一
放
射
線
障
害
防
護
用
器
具

十
二
理
学
診
療
用
器
具

十
三
聴
診
器

十
四
打
診
器

十
五
舌
圧
子

十
六
体
温
計

十
七
血
液
検
査
用
器
具

十
八
血
圧
検
査
又
は
脈
波
検
査
用
器
具

十
九
尿
検
査
又
は
糞
ふ
ん
便
検
査
用
器
具

二
十
体
液
検
査
用
器
具

二
十
一
内
臓
機
能
検
査
用
器
具

二
十
二
検
眼
用
器
具

二
十
三
聴
力
検
査
用
器
具

二
十
四
知
覚
検
査
又
は
運
動
機
能
検
査
用
器
具

二
十
五
医
療
用
鏡

二
十
六
医
療
用
遠
心
ち
ん
で
ん
器

二
十
七
医
療
用
ミク
ロト
ー
ム

二
十
八
医
療
用
定
温
器

二
十
九
電
気
手
術
器

三
十
結
紮
さつ
器
及
び
縫
合
器

三
十
一
医
療
用
焼
灼
しや
く 器

三
十
二
医
療
用
吸
引
器

三
十
三
気
胸
器
及
び
気
腹
器

三
十
四
医
療
用
刀

三
十
五
医
療
用
は
さみ

三
十
六
医
療
用
ピン
セ
ツト

三
十
七
医
療
用
匙
ひ

三
十
八
医
療
用
鈎
こう

三
十
九
医
療
用
鉗
か
ん
子

四
十
医
療
用
の
こぎ
り

四
十
一
医
療
用
の
み

四
十
二
医
療
用
剥
は
く 離
子

四
十
三
医
療
用
つ
ち

四
十
四
医
療
用
や
す
り

四
十
五
医
療
用
て
こ

四
十
六
医
療
用
絞
こう
断
器

四
十
七
注
射
針
及
び
穿
せ
ん
刺
針

四
十
八
注
射
筒

四
十
九
医
療
用
穿
せ
ん
刺
器
、穿

せ
ん
削
器

及
び
穿
せ
ん
孔
器

五
十
開
創
又
は
開
孔
用
器
具

五
十
一
医
療
用
嘴
し 管
及
び
体
液
誘
導
管

五
十
二
医
療
用
拡
張
器

五
十
三
医
療
用
消
息
子

五
十
四
医
療
用
捲
け
ん
綿
子

五
十
五
医
療
用
洗
浄
器

五
十
六
採
血
又
は
輸
血
用
器
具

五
十
七
種
痘
用
器
具

五
十
八
整
形
用
機
械
器
具

五
十
九
歯
科
用
ユ
ニツ
ト

六
十
歯
科
用
エン
ジ
ン

六
十
一
歯
科
用
ハ
ンド
ピー
ス

六
十
二
歯
科
用
切
削
器

六
十
三
歯
科
用
ブロ
ー
チ

六
十
四
歯
科
用
探
針

六
十
五
歯
科
用
充
填
て
ん
器

六
十
六
歯
科
用
練
成
器

六
十
七
歯
科
用
防
湿
器

六
十
八
印
象
採
得
又
は
咬
こう
合
採
得
用
器
具

六
十
九
歯
科
用
蒸
和
器
及
び
重
合
器

七
十
歯
科
用
鋳
造
器

七
十
一
視
力
補
正
用
眼
鏡

七
十
二
視
力
補
正
用
レン
ズ

七
十
二
の
二
コン
タク
トレ
ンズ
(視
力
補
正
用
の
も
の
を除

く。
)

七
十
三
補
聴
器

七
十
四
医
薬
品
注
入
器

七
十
五
脱
疾
治
療
用
器
具

七
十
六
医
療
用
吸
入
器

七
十
七
バ
イブ
レー
ター

七
十
八
家
庭
用
電
気
治
療
器

七
十
九
指
圧
代
用
器

八
十
は
り又
は
きゆ
う用
器
具

八
十
一
磁
気
治
療
器

八
十
二
近
視
眼
矯
正
器

八
十
三
医
療
用
物
質
生
成
器

八
十
四
前
各
号
に
掲
げ
る
物
の
附
属
品
で
、厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
も
の

医
療
用
品

一
エツ
クス
線
フイ
ル
ム

二
縫
合
糸

三
手
術
用
手
袋
及
び
指
サ
ツク

四
整
形
用
品

五
副
木

六
視
力
表
及
び
色
盲
検
査
表
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3

（
続
き
）

歯
科
材
料

一
歯
科
用
金
属

二
歯
冠
材
料

三
義
歯
床
材
料

四
歯
科
用
根
管
充
填
て
ん
材
料

五
歯
科
用
接
着
充
填
て
ん
材
料

六
歯
科
用
印
象
材
料

七
歯
科
用
ワツ
クス

八
歯
科
用
石
膏
こう
及
び
石
膏
こう
製
品

九
歯
科
用
研
削
材
料

衛
生
用
品

一
月
経
処
理
用
タン
ポ
ン

二
コン
ドー
ム

三
避
妊
用
具

四
性
具

プ
ロ
グ
ラ
ム

一
疾
病
診
断
用
プロ
グ
ラム
(副
作
用
又
は
機
能
の
障
害
が
生
じた
場
合
に
お
い

て
も
、人
の
生
命
及
び
健
康
に
影
響
を与
え
る
お
それ
が
ほ
とん
どな
い
も
の
を

除
く。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ。
)

二
疾
病
治
療
用
プロ
グ
ラム
(副
作
用
又
は
機
能
の
障
害
が
生
じた
場
合
に
お
い

て
も
、人
の
生
命
及
び
健
康
に
影
響
を与
え
る
お
それ
が
ほ
とん
どな
い
も
の
を

除
く。
次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ。
)

三
疾
病
予
防
用
プロ
グ
ラム
(副
作
用
又
は
機
能
の
障
害
が
生
じた
場
合
に
お
い

て
も
、人
の
生
命
及
び
健
康
に
影
響
を与
え
る
お
それ
が
ほ
とん
どな
い
も
の
を

除
く。
次
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ。
)

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記
録
した
記
録
媒
体

一
疾
病
診
断
用
プロ
グ
ラム
を記
録
した
記
録
媒
体

二
疾
病
治
療
用
プロ
グ
ラム
を記
録
した
記
録
媒
体

三
疾
病
予
防
用
プロ
グ
ラム
を記
録
した
記
録
媒
体

動
物
専
用
医
療
機
器

一
機
械
器
具
の
項
各
号
(第
八
十
四
号
を除
く。
)及
び
医
療
用
品
の
項
各
号

に
掲
げ
る
医
療
機
器
に
相
当
す
る
物
で
、専
ら動
物
の
た
め
に
使
用
され
る
こと

が
目
的
とさ
れ
て
い
る
も
の

二
プロ
グ
ラム

イ
疾
病
診
断
用
プロ
グ
ラム
(副
作
用
又
は
機
能
の
障
害
が
生
じた
場
合
に

お
い
て
も
、動
物
の
生
命
及
び
健
康
に
影
響
を与
え
る
お
それ
が
ほ
とん
どな

い
も
の
を除
く。
次
号
イに
お
い
て
同
じ。
)

ロ
疾
病
治
療
用
プロ
グ
ラム
(副
作
用
又
は
機
能
の
障
害
が
生
じた
場
合
に

お
い
て
も
、動
物
の
生
命
及
び
健
康
に
影
響
を与
え
る
お
それ
が
ほ
とん
どな

い
も
の
を除
く。
次
号
ロに
お
い
て
同
じ。
)

ハ
疾
病
予
防
用
プロ
グ
ラム
(副
作
用
又
は
機
能
の
障
害
が
生
じた
場
合
に

お
い
て
も
、動
物
の
生
命
及
び
健
康
に
影
響
を与
え
る
お
それ
が
ほ
とん
どな

い
も
の
を除
く。
次
号
ハ
に
お
い
て
同
じ。
)

三
プロ
グ
ラム
を記
録
した
記
録
媒
体

イ
疾
病
診
断
用
プロ
グ
ラム
を記
録
した
記
録
媒
体

ロ
疾
病
治
療
用
プロ
グ
ラム
を記
録
した
記
録
媒
体

ハ
疾
病
予
防
用
プロ
グ
ラム
を記
録
した
記
録
媒
体

四
悪
癖
矯
正
用
器
具

五
搾
子

六
受
精
卵
移
植
用
器
具

七
人
工
授
精
用
器
具

八
製
品
蹄
て
い
鉄
及
び
蹄
釘
て
い
ち
よう

九
投
薬
器

十
乳
房
送
風
器

十
一
妊
娠
診
断
用
器
具

十
二
標
識
用
器
具

十
三
保
定
用
器
具

十
四
前
各
号
に
掲
げ
る
物
の
附
属
品
で
、農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の

7



不
具
合
が
生
じ
た
場
合

で
も
、
人
体
へ
の
リ
ス
ク

が
比
較
的
低
い
と
考
え

ら
れ
る
も
の

（
例
）
Ｍ
Ｒ
Ｉ装
置
、
電
子

内
視
鏡
、
消
化
器
用
ｶ

ﾃ
ｰ
ﾃ
ﾙ
、
超
音
波
診
断

装
置
、
歯
科
用
合
金

患
者
へ
の
侵
襲
性
が
高
く
、

不
具
合
が
生
じ
た
場
合
、
生

命
の
危
険
に
直
結
す
る
恐
れ

が
あ
る
も
の

（
例
）
ﾍ
ﾟｰ
ｽ
ﾒ
ｰ
ｶ
、
人
工
心

臓
弁
、
ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾄｸ
ﾞﾗ
ﾌ
ﾄ

不
具
合
が
生
じ
た
場
合
、
人
体

へ
の
リ
ス
ク
が
比
較
的
高
い
と
考

え
ら
れ
る
も
の

（
例
）
透
析
器
、
人
工
骨
、

人
工
呼
吸
器

不
具
合
が
生
じ
た
場

合
で
も
、
人
体
へ
の

リ
ス
ク
が
極
め
て
低

い
と
考
え
ら
れ
る
も

の （
例
）
体
外
診
断
用

機
器
、
鋼
製
小
物

（
ﾒ
ｽ
･ﾋ
ﾟﾝ
ｾ
ｯ
ﾄ等
）

X線
ﾌ
ｨﾙ
ﾑ
、
歯
科
技

工
用
用
品

リ
ス
ク

大
小

ク
ラ
ス
Ⅰ

ク
ラ
ス
Ⅱ

具 体 例

ク
ラ
ス
Ⅲ

ク
ラ
ス
Ⅳ

（
注
２
）
厚
生
労
働
大
臣
が
基
準
を
定
め
た
も
の
に
つ
い
て
大
臣
の
承
認
を
不
要
と
し
、
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
民
間
の
第
三
者

認
証
機
関
（
現
在

13
機
関
）
が
基
準
へ
の
適
合
性
を
認
証
す
る
制
度
。

国
際
分
類

（
注
１
）

（
注
１
）
日
米
欧
豪
加
の
５
地
域
が
参
加
す
る
「
医
療
機
器
規
制
国
際
整
合
化
会
合
（
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｆ
）
に
お
い
て
平
成
１
５
年
１
２
月
に
合
意
さ
れ
た
医
療
機
器
の

リ
ス
ク
に
応
じ
た
４
つ
の
ク
ラ
ス
分
類
の
考
え
方
を
薬
事
法
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

一
般
医
療
機
器

管
理
医
療
機
器

高
度
管
理
医
療
機
器

届
出

第
三
者
認
証
（
注
２
）

大
臣
承
認
（

PM
DA
で
審
査
）

薬
事
法

の
分
類

規
制

医
療
機
器
の
分
類
と
規
制

4

8



（
独
）
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
（
P
M
D
A
）

医
療
機
器
の
品
質
、
有
効
性
・
安
全
性
等
に
つ
い
て
確
認

製
造
販
売
承
認

厚
生
労
働
省

薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会

薬
事
分
科
会

医
療
機
器
・
体
外
診
断
薬
部
会

諮
問

答
申

承
認
申
請

非
臨
床
試
験
、
臨
床
試
験
（
治
験
）
等

審
査
結
果
通
知

申
請
者

※
高
度
管
理
医
療
機
器
（ク
ラ
ス
Ⅲ
・Ⅳ
）等

医
療
機
器
の
製
造
販
売
承
認
に
向
け
た
流
れ

着
実
・
円
滑
な
薬
事
承
認
に
向
け
て
、

承
認
申
請
の
前
に
「
R
S
戦
略
相
談
」な

ど
の
相
談
を
実
施
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

・
承
認
申
請
書

・
添
付
資
料

（
基
本
要
件
へ
の
適
合
宣
言
な
ど
）

6

9



第
三
者
認
証
制
度
に
つ
い
て

厚
生
労
働
大
臣
が
基
準
を
定
め
て
指
定
す
る
高
度
管
理
医
療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
不
要
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
第
三
者
認
証
機
関
が
基

準
へ
の
適
合
性
を
認
証
す
る
制
度
（
平
成
1
7
年
4
月
よ
り
施
行
、
高
度
管
理
医
療
機
器
は
平
成
2
6
年
1
1
月
よ
り
拡
大
）

登
録
認
証
機
関

申
請
者

製
造
販
売
業
者

認
証
申
請

認
証

厚
生
労
働
省

異
議
申
し
立
て

（
認
証
結
果
に

異
議
の
あ
る
場
合
）

・
認
証
基
準
へ
の
適
合
性

・
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理

（
Q
M
S
）
へ
の
適
合
性

認
証
ス
キ
ー
ム

認
証
基
準
策
定
数

登
録
認
証
機
関
に
対
す
る
基
準

※
国
際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
が
定
め
た
製
品
の
認
証
を
行
う
機
関
に
関
す
る
基
準
並
び
に
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
の

方
法
の
審
査
を
行
う
機
関
に
関
す
る
基
準

IS
O

/IE
C

 1
70

21
-1

: 2
01

4 
(J

IS
 Q

17
02

1-
1:

 2
01

5)

IS
O

/IE
C

 1
70

65
: 2

01
2 

(J
IS

 Q
17

06
5:

 2
01

2)

•
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
の
方
法
の
審
査
を
行
う
機
関
に
関
す
る
基
準

登
録
認
証
機
関
（１
３
機
関
）

第
A
A
号

テ
ュ
フ
ズ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

※

第
A
B
号

テ
ュ
フ
・
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

※

第
A
C
号

ド
イ
ツ
品
質
シ
ス
テ
ム
認
証
株
式
会
社

※

第
A
D
号

Ｂ
Ｓ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

※

第
A
F
号

Ｓ
Ｇ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

※

第
A
G
号

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
・
コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン
※
※

第
A
H
号

一
般
財
団
法
人
日
本
品
質
保
証
機
構

※
※

第
A
I
号

ナ
ノ
テ
ッ
ク
シ
ュ
ピ
ン
ド
ラ
ー
株
式
会
社

※
※

第
A
K
号

一
般
財
団
法
人
電
気
安
全
環
境
研
究
所

※
※

第
A
L
号

公
益
財
団
法
人
医
療
機
器
セ
ン
タ
ー
※
※

第
A
M
号

フ
ジ
フ
ァ
ル
マ
株
式
会
社

※
※

第
A
O
号

D
E
K
R
A
ｻ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾌ
ｨ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
･
ｼ
ﾞ
ｬ
ﾊ
ﾟ
ﾝ
株
式
会
社

※

第
A
Q
号

イ
ン
タ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

※

認
証
の
際
の
確
認
内
容

厚
生
労
働
大
臣
の
登
録

（
3年
ご
と
に
更
新
）

医
療
機
器
の
名
称

超
音
波
治
療
器

基 準

日
本
工
業

規
格

T
0
6
0
1
-
2
-
5

使
用
目
的

又
は
効
果

超
音
波
の
熱
及
び
非
熱
生
理
学
的
反
応

に
よ
る
疼
痛
の
緩
解
、
微
小
マ
ッ
サ
ー
ジ

作
用
、
筋
肉
痛
及
び
関
節
痛
の
軽
減

＜
認
証
基
準
（
管
理
医
療
機
器
）
の
例
＞

●
登
録
（
更
新
）
申
請
の
際
に
適
合
す
べ
き
基
準
※
（
薬
機
法
第
２
３
条
の
７
第
１
項
第
１
号
）

●
登
録
認
証
機
関
が
基
準
適
合
性
認
証
の
た
め
の
審
査
を
行
う
際
に
適
合
す
べ
き
基
準
※
（
薬

機
法
第
２
３
条
の
９
の
規
定
に
基
づ
く
薬
機
法
施
行
規
則
第
１
２
８
条
）

※
外
資
系

※
※
内
資
系

•
製
品
の
認
証
を
行
う
機
関
に
関
す
る
基
準

(独
）
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

調
査
委
任

立
入
検
査
の
報
告立
入
検
査

登
録
認
証
機
関
の

基
準
へ
の
適
合
確
認

高
度
管
理
医
療
機
器

管
理
医
療
機
器

11
基
準

93
5基
準 H
2
9
年
4
月
現
在

7
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・
新
生
児
聴
覚
検
査
の
受
検
の
有
無
を
把
握
し
て
い
る
市
区
町
村
は
9
4
.7
％
（
1
,6
4
9
／
1
,7
4
1
市
区
町
村
）

・
受
検
の
有
無
を
把
握
し
、
か
つ
、
受
検
人
数
を
集
計
し
て
い
る
市
区
町
村
（
1
,4
9
1
市
区
町
村
）
に
お
け
る
、
出
生
児
に
対
す
る
初
回
検
査
の
実
施
率

は
8
1
.8
％
（
5
0
7
,0
4
7
／
6
1
9
,6
9
2
人
）

・
初
回
検
査
に
つ
い
て
公
費
負
担
を
実
施
し
て
い
る
市
区
町
村
は
、
2
2
.6
％
（
3
9
4
／
1
,7
4
1
市
区
町
村
）

・
要
支
援
児
に
対
す
る
療
育
が
遅
滞
な
く
実
施
さ
れ
る
た
め
の
指
導
援
助
を
実
施
し
て
い
る
市
区
町
村
は
5
7
.8
％
（
1
,0
0
6
／
1
,7
4
1
市
区
町
村
）

新
生
児
期
に
お
い
て
、
先
天
性
の
聴
覚
障
害
の
発
見
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
聴
覚
検
査
。
検
査
方
法
は
、
主
に
自
動
A
B
R
又
は
O
A
E
が
あ
る
。

自
動

AB
R(
自
動
聴
性
脳
幹
反
応
：

Au
to

m
at

ed
 A

ud
ito

ry
 B

ra
in

st
em

 R
es

po
ns

e）
・
・
・
新
生
児
聴
覚
検
査
用
の
聴
性
脳
幹
反
応
検
査
。
自
動
判
定
機
能
を
持
た
せ
た
も
の
で
、

判
定
基
準
は

35
dB
に
設
定
さ
れ
、
「

pa
ss
（
パ
ス
）
」
あ
る
い
は
「

re
fe

r（
リ
フ
ァ
－
）
」
で
結
果
が
示
さ
れ
る
。

OA
E（
耳
音
響
放
射
：

Ot
oa

co
us

tic
Em

iss
io

ns
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
内
耳
か
ら
外
耳
道
へ
放
射
さ
れ
る
微
弱
な
音
信
号
を
集
音
し
て
得
ら
れ
る
反
応
で
、
内
耳
有

毛
細
胞
機
能
を
評
価
す
る
検
査
。

聴
覚
障
害
は
早
期
に
発
見
さ
れ
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
聴
覚
障
害
に
よ
る
音
声
言
語
発
達
等
へ
の
影
響
が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
早
期
発
見
・
早
期
療
育
を
図
る
た
め
に
、
全
て
の
新
生
児
を
対
象
と
し
て
新
生
児
聴
覚
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
。

・
平
成
１
２
年
度
～
国
庫
補
助
事
業
を
開
始

・
平
成
１
９
年
度
～
検
査
費
用
を
一
般
財
源
化
（
検
査
の
実
施
主
体
は
市
町
村
）

・
平
成
２
４
年
度
～
母
子
健
康
手
帳
の
必
須
記
載
事
項
（
省
令
様
式
）
の
検
査
記
録
に
「
新
生
児
聴
覚
検
査
」
を
記
載
し
、
任
意
記
載
事
項
様
式
の

「
新
生
児
（
生
後
約
４
週
間
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
）
」
の
ペ
ー
ジ
に
「
新
生
児
聴
覚
検
査
に
つ
い
て
」を
追
加
。

・
平
成
２
８
年
３
月

新
生
児
聴
覚
検
査
に
係
る
通
知
を
改
正
し
て
検
査
に
係
る
留
意
事
項
を
整
理
し
、
市
区
町
村
に
お
け
る
一
層
の
取
組
を
依
頼
。

・
平
成
２
８
年
１
０
月

母
子
健
康
手
帳
の
必
須
記
載
事
項
（
省
令
様
式
）
の
新
生
児
聴
覚
検
査
の
記
録
欄
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
検
査
結
果
を
記
載
で
き
る

よ
う
改
正

・
平
成
２
９
年
１
２
月
新
生
児
聴
覚
検
査
に
係
る
通
知
を
改
正
し
て
都
道
府
県
に
お
い
て
新
生
児
聴
覚
検
査
に
係
る
協
議
会
の
設
置
を
求
め
た
と
と
も
に
、

検
査
の
実
施
状
況
等
の
把
握
の
た
め
、
受
診
状
況
等
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
参
考
）
○
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金

・
平
成
１
９
年
３
月
：
「
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成

・
平
成
２
５
～
２
６
年
度
：
乳
幼
児
の
疾
患
疫
学
を
踏
ま
え
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
及
び
健
康
診
査
の
効
果
的
実
施
に
関
す
る
研
究

→
耳
鼻
科
領
域
の
分
担
班
で
、
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
乳
幼
児
健
診
で
の
問
題
点
を
検
討
し
、
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
普
及
率
向
上
へ
の
改
善
策
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
１
歳
未
満
で
実
施

可
能
な
質
問
紙
等
に
よ
る
新
た
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
検
討
。

○
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
研
究
費

・
平
成
２
７
～
２
９
年
度
：
乳
幼
児
の
疾
患
疫
学
を
踏
ま
え
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
の
効
果
的
実
施
に
関
す
る
研
究

→
耳
鼻
科
領
域
の
分
担
班
で
、
１
０
ヶ
月
健
診
で
の
効
果
的
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
の
確
立
を
目
指
す
と
と
も
に
、
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ン
グ
の
有
効
性
を
再
検
証
。

検
査
方
法

沿
革
等

実
施
状
況
（
平
成
2
9
年
度
）

新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
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○
聴
覚
障
害
は
早
期
に
発
見
さ
れ
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
聴
覚
障
害
に
よ
る
音
声
言
語
発
達
等
へ
の
影
響
が
最
小
限
に

抑
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
聴
覚
障
害
の
早
期
発
見
・
早
期
療
育
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
新
生
児
聴
覚
検
査
に
係
る
協
議
会
の
設
置
や
、
研

修
会
の
実
施
、
普
及
啓
発
等
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
お
け
る
推
進
体
制
を
整
備
す
る
。
【
平
成

29
年
度
創
設
】

○
新
生
児
聴
覚
検
査
に
係
る
行
政
機
関
、
医
療
機
関
、
教
育
機
関
、
医
師
会
・
患
者
会
等
の
関
係
機
関
等
に
よ
る
協
議
会
の
設
置
、

研
修
会
の
実
施
や
普
及
啓
発
等
に
よ
り
、
都
道
府
県
内
に
お
け
る
新
生
児
聴
覚
検
査
の
推
進
体
制
の
整
備
を
図
る
。

事
業
内
容

要
旨

＜
都
道
府
県
内
に
お
け
る
新
生
児
聴
覚
検
査
の
推
進
体
制
の
確
保
＞

○
医
療
機
関
や
教
育
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
等
に
よ
る
協
議
会
の
設
置

○
医
療
機
関
従
事
者
等
に
対
す
る
研
修
会
の
実
施
や
新
生
児
聴
覚
検
査
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
に
よ
る
普
及
啓
発

○
県
内
に
お
け
る
事
業
実
施
の
た
め
の
手
引
書
の
作
成

な
ど

＜
予
算
額
＞
平
成
３
1
年
度
予
算

４
９
百
万
円
（
平
成
3
1
年
度
基
準
額
案
：
１
都
道
府
県
当
た
り
2
,0
7
7
千
円
）

（
実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
補
助
率
：
国

1/
2・
都
道
府
県

1/
2）

平
成
３
０
年
度
実
施
都
道
府
県
：
３
４
都
道
府
県

北
海
道
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
福
井
県
、
長
野
県
、

岐
阜
県
、
静
岡
県
、
三
重
県
、
滋
賀
県
、
大
阪
府
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
岡
山
県
、
山
口
県
、
徳
島
県
、
愛
媛
県
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
大
分
県
、
宮
崎
県
、
沖
縄
県

都
道
府
県

※
新
生
児
聴
覚
検
査
･･
･新
生
児
期
に
お
い
て
、
先
天
性
の
聴
覚
障
害
の
発
見
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
聴
覚
検
査
。

＜
新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
施
＞

○
新
生
児
聴
覚
検
査
に
対
す
る
公
費
助
成
の
実
施
（
※
地
方
交
付
税
措
置
）

○
新
生
児
訪
問
等
の
際
に
、
母
子
健
康
手
帳
を
活
用
し
、
新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
施
状
況
の
把
握
及
び
要
支
援
児
や
保
護
者

に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

な
ど

市
町
村

支
援

新
生
児
聴
覚
検
査
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て
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新
生
児
聴
覚
検
査
か
ら
療
育
ま
で
を
遅
滞
な
く
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
手
引
書
等
の
作
成
に
係
る
好
事
例
の
周
知

【
子
ど
も
家
庭
局
母
子
保
健
課
・
障
害
部
企
画
課
】

全
都
道
府
県
に
対
し
て
、
「
新
生
児
聴
覚
検
査
か
ら
療
育
ま
で
を
遅
滞
な
く
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
手
引
書
等
」
の
更
新
・

修
正
に
当
た
っ
て
参
考
と
な
る
と
考
え
る
長
野
県
、
静
岡
県
、
岡
山
県
及
び
長
崎
県
の
「
新
生
児
聴
覚
検
査
の
流
れ
」
を
周
知
。

同
４
県
の
「
新
生
児
聴
覚
検
査
の
流
れ
」
に
は
、
精
密
検
査
機
関
や
療
育
機
関
等
が
具
体
的
か
つ
網
羅
的
に
記
載
。

（
参
考
）
「
新
生
児
聴
覚
検
査
か
ら
療
育
ま
で
を
遅
滞
な
く
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
手
引
書
等
の
作
成
に
係
る
参
考
資
料
の

送
付
に
つ
い
て
」
（
平
成
3
1
年
３
月
2
9
日
付
け
事
務
連
絡
）
（
抄
）
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自
立

支
援

医
療

制
度

の
概

要

根
拠

法
：

障
害

者
総

合
支

援
法

概
要

：
障

害
者

（
児

）
が

自
立

し
た

日
常

生
活

又
は

社
会

生
活

を
営

む
た

め
に

必
要

な
心

身
の

障
害

の
状

態
を

軽
減

す
る

た
め

の
医

療
（
保

険
診

療
に

限
る

。
）
に

つ
い

て
、

当
該

医
療

費
の

自
己

負
担

額
を

軽
減

す
る

た
め

の
公

費
負

担
医

療
制

度

※
所

得
に

応
じ

１
月

あ
た

り
の

自
己

負
担

上
限

額
を

設
定

（
月

額
総

医
療

費
の

１
割

が
こ

れ
に

満
た

な
い

場
合

は
１

割
）

※
保

険
優

先
の

た
め

、
通

常
、

医
療

保
険

の
自

己
負

担
分

（
３

割
）
と

上
記

の
自

己
負

担
上

限
額

の
差

額
分

を
自

立
支

援
医

療
費

に
よ

り
支

給

実
施

主
体

：
【
更

生
医

療
・
育

成
医

療
】

市
町

村
【
精

神
通

院
医

療
】

都
道

府
県

・
指

定
都

市

負
担

割
合

：
【
更

生
医

療
・
育

成
医

療
】

国
1
/
2
，

都
道

府
県

1
/
4，

市
町

村
1/

4
【
精

神
通

院
医

療
】

国
1
/
2
，

都
道

府
県

・
指

定
都

市
1
/
2

支
給

決
定

件
数

：
【
更

生
医

療
】

26
2,

04
9件

【
育

成
医

療
】

26
,0

12
件

【
精

神
通

院
医

療
】

2,
01

9,
37

7件
※

平
成

29
年

度

更
生

医
療

：
身

体
障

害
者

福
祉

法
第

４
条

に
規

定
す

る
身

体
障

害
者

で
、

そ
の

障
害

の
状

態
を

軽
減

す
る

手
術

等
の

治
療

に
よ

り
確

実
に

効
果

が
期

待
で

き
る

者
（

18
歳

以
上

）

育
成

医
療

：
児

童
福

祉
法

第
４

条
第

２
項

に
規

定
す

る
障

害
児

の
う

ち
、

障
害

に
係

る
医

療
を

行
わ

な
い

と
き

は
将

来
に

お
い

て
身

体
障

害
者

福
祉

法
別

表
に

掲
げ

る
障

害
と

同
程

度
の

障
害

を
残

す
と

認
め

ら
れ

、
手

術
等

に
よ

り
確

実
な

治
療

の
効

果
が

期
待

で
き

る
者

（
18
歳

未
満

）

精
神
通

院
医

療
：

精
神

保
健

福
祉

法
第

５
条

に
規

定
す

る
精

神
疾

患
（

て
ん

か
ん

を
含

む
。

）
を

有
す

る
者

で
、

通
院

に
よ

る
精

神
医

療
を

継
続

的
に

要
す

る
者

根
拠

法
及

び
概

要

対
象

者

（
精

神
通

院
医

療
）

精
神

科
専

門
療

法
訪

問
看

護

（
更

生
医

療
・

育
成

医
療

）
肢

体
不

自
由

･･
･

関
節

拘
縮

→
人

工
関

節
置

換
術

言
語

障
害

･
･･

口
蓋

裂
→

 形
成

術
視

覚
障

害
･･

･
白

内
障

→
水

晶
体

摘
出

術
免

疫
機

能
障

害
･
･･

抗
HI

V療
法

聴
覚

障
害

･･
･

高
度

難
聴

→
 人

工
内

耳
埋

込
術

内
臓

障
害

･･
･

心
臓

機
能

障
害

→
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

埋
込

手
術

腎
臓

機
能

障
害

→
腎

移
植

、
人

工
透

析
肝

臓
機

能
障

害
→

 肝
移

植

＜
先

天
性

内
臓

障
害

＞
鎖

肛
→

  人
工

肛
門

の
造

設
※

育
成

医
療

の
み

対
象

と
な

る
医

療
の

例
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「
重

度
か

つ
継

続
」

の
範

囲
○

疾
病

、
症

状
等

か
ら

対
象

と
な

る
者

[
更

生
・

育
成

]
 腎

臓
機

能
・

小
腸

機
能

・
免

疫
機

能
・

心
臓

機
能

障
害

(心
臓

移
植

後
の

抗
免

疫
療

法
に

限
る

)・
肝

臓
の

機
能

障
害

(肝
臓

移
植

後
の

抗
免

疫
療

法
に

限
る

)の
者

[
精

神
通

院
]
  

 ①
統

合
失

調
症

、
躁

う
つ

病
・

う
つ

病
、

て
ん

か
ん

、
認

知
症

等
の

脳
機

能
障

害
、

薬
物

関
連

障
害

（
依

存
症

等
）

の
者

②
精

神
医

療
に

一
定

以
上

の
経

験
を

有
す

る
医

師
が

判
断

し
た

者

○
疾

病
等

に
関

わ
ら

ず
、

高
額

な
費

用
負

担
が

継
続

す
る

こ
と

か
ら

対
象

と
な

る
者

[
更

生
・

育
成

・
精

神
通

院
]

医
療

保
険

の
多

数
回

該
当

の
者

負
担

上
限

月
額

の
経

過
的

特
例

措
置

育
成

医
療

の
中

間
所

得
１

，
２

及
び

「
重

度
か

つ
継

続
」

の
一

定
所

得
以

上
の

負
担

上
限

月
額

に
つ

い
て

は
、

令
和

３
年

３
月

３
１

日
ま

で
の

経
過

的
特

例
措

置

自
立

支
援

医
療

の
患

者
負

担
の

基
本

的
な

枠
組

み

一
定

所
得

以
上

中
間

所
得

２

中
間

所
得

１

低
所

得
２

低
所

得
１

生
活

保
護

①
患

者
の

負
担

が
過

大
な

も
の

と
な

ら
な

い
よ

う
、

所
得

に
応

じ
て

１
月

当
た

り
の

負
担

上
限

額
を

設
定

。
（
月

額
総

医
療

費
の

１
割

が
こ

れ
に

満
た

な
い

場
合

は
１

割
）

②
費

用
が

高
額

な
治

療
を

長
期

に
わ

た
り

継
続

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
（
重

度
か

つ
継

続
）
者

、
育

成
医

療
の

中
間

所
得

層
に

つ
い

て
は

、
更

に
軽

減
措

置
を

実
施

。

市
町

村
民

税
非

課
税

（
低

所
得

１
を

除
く
）

市
町

村
民

税
非

課
税

（
本

人
又

は
障

害
児

の
保

護
者

の
年

収
8
0
万

円
以

下
)

生
活

保
護

世
帯

市
町

村
民

税
3
3
,0

0
0
円

未
満

（
年

収
約

2
9
0
～

4
0
0
万

円
未

満
）

市
町

村
民

税
33

,0
00

円
以

上
2
3
5
,0

00
円

未
満

（
年

収
：
約

4
0
0
～

8
3
3
万

円
未

満
）

市
町

村
民

税
2
3
5
,0

0
0
円

以
上

（
年

収
約

8
3
3
万

円
以

上
）

０
円

２
，

５
０

０
円

５
，

０
０

０
円

５
，

０
０

０
円

５
，

０
０

０
円

１
０

，
０

０
０

円
１

０
，

０
０

０
円

２
０

，
０

０
０

円
対

象
外

対
象

外

更
生

医
療

・
精

神
通

院
医

療
育

成
医

療
重

度
か

つ
継

続

総
医

療
費

の
１

割
又

は
高

額
療

養
費

（
医

療
保

険
）
の

自
己

負
担

限
度

額

所
得

区
分

（
医

療
保

険
の

世
帯

単
位

）

【
自

己
負

担
上

限
月

額
】

医
療

保
険

（
７

割
）

自
立

支
援

医
療

費
（
月

額
医

療
費

－
医

療
保

険
－

患
者

負
担

）
患

者
負

担
（
１

割
又

は
負

担
上

限
額

）

【
月

額
医

療
費

の
負

担
イ

メ
ー

ジ
】

＊
医

療
保

険
加

入
者

（
生

活
保

護
世

帯
を

除
く
）

＊
年

収
に

つ
い

て
は

、
夫

婦
＋

障
害

者
で

あ
る

子
の

３
人

世
帯

の
粗

い
試

算
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日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
の
概
要

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
の
概
要

１
．
制
度
の
概
要

地
域
の
特
性
や
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
、
市
町
村
が
柔
軟
な
形
態
に
よ
り
事
業
を
行
う
地
域
生
活
支
援
事
業
の
う
ち
、
必
須
事
業
の
一
つ
と
し
て
規
定
。

障
害
者
等
の
日
常
生
活
が
よ
り
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
の
用
具
を
給
付
又
は
貸
与
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
る
。

○
実
施
主
体
･･
･市
町
村

○
対
象
者
･･
･日
常
生
活
用
具
を
必
要
と
す
る
障
害
者
、
障
害
児
、
難
病
患
者
等
（
※
難
病
患
者
等
に
つ
い
て
は
、
政
令
に
定
め
る
疾
病
に
限
る
）

○
申
請
方
法
･･
･市
町
村
長
に
申
請
し
、
市
町
村
に
よ
る
給
付
等
の
決
定
後
、
給
付
等
を
受
け
る
。

（
１
）
補
助
金
の
負
担
割
合
･･
･国
：
５
０
／
１
０
０
以
内
都
道
府
県
：
２
５
／
１
０
０
以
内

（
２
）
利
用
者
負
担
･･
･市
町
村
の
判
断
に
よ
る
。

２
．
対
象
種
目

３
．
費
用
負
担

以
下
の
「
用
具
の
要
件
」
す
べ
て
満
た
す
も
の
で
あ
っ
て
、
第
二
号
に
掲
げ
る
用
具
の
用
途
及
び
形
状
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
。

【
用
具
の
要
件
】

１
障
害
者
等
が
安
全
か
つ
容
易
に
使
用
で
き
る
も
の
で
、
実
用
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の

２
障
害
者
等
の
日
常
生
活
上
の
困
難
を
改
善
し
、
自
立
を
支
援
し
、
か
つ
社
会
参
加
を
促
進
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

３
用
具
の
製
作
、
改
良
又
は
開
発
に
あ
た
っ
て
障
害
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
要
す
る
も
の
で
、
日
常
生
活
品
と
し
て
一
般
に
普
及
し
て
い
な
い
も
の

【
用
具
の
用
途
及
び
形
状
】

介
護
・
訓
練
支
援
用
具

特
殊
寝
台
、
特
殊
マ
ッ
ト
等
そ
の
他
の
障
害
者
等
の
身
体
介
護
を
支
援
す
る
用
具
並
び
に
障
害
児
が
訓
練
に
用
い
る
い
す
等
の
う
ち
、

障
害
者
等
及
び
介
助
者
が
容
易
に
使
用
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
用
性
の
あ
る
も
の

自
立
生
活
支
援
用
具

入
浴
補
助
用
具
、
聴
覚
障
害
者
用
屋
内
信
号
装
置
そ
の
他
の
障
害
者
等
の
入
浴
、
食
事
、
移
動
等
の
自
立
生
活
を
支
援
す
る
用
具
の

う
ち
、
障
害
者
等
が
容
易
に
使
用
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
用
性
の
あ
る
も
の

在
宅
療
養
等
支
援
用
具

電
気
式
た
ん
吸
引
器
、
盲
人
用
体
温
計
そ
の
他
の
障
害
者
等
の
在
宅
療
養
等
を
支
援
す
る
用
具
の
う
ち
、
障
害
者
等
が
容
易
に
使
用

で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
用
性
の
あ
る
も
の

情
報
・
意
思
疎
通
支
援
用

具
点
字
器
、
人
工
喉
頭
そ
の
他
の
障
害
者
等
の
情
報
収
集
、
情
報
伝
達
、
意
思
疎
通
等
を
支
援
す
る
用
具
の
う
ち
、
障
害
者
等
が
容
易

に
使
用
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
用
性
の
あ
る
も
の

排
泄
管
理
支
援
用
具

ス
ト
ー
マ
装
具
そ
の
他
の
障
害
者
等
の
排
泄
管
理
を
支
援
す
る
用
具
及
び
衛
生
用
品
の
う
ち
、
障
害
者
等
が
容
易
に
使
用
で
き
る
も

の
で
あ
っ
て
、
実
用
性
の
あ
る
も
の

居
宅
生
活
動
作
補
助
用
具

障
害
者
等
の
居
宅
生
活
動
作
等
を
円
滑
に
す
る
用
具
で
あ
っ
て
、
設
置
に
小
規
模
な
住
宅
改
修
を
伴
う
も
の
。
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都
道
府
県
・
市
町
村
で
支
援
者
の
派
遣

広
域
派
遣
の
推
進
や
派
遣
回
数
･
派
遣
時
間
･
利
用
者
数
を
増
や
す
た
め
の
取
組

【
広
域
派
遣
】

→
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
支
援
広
域
派
遣
推
進
事
業

【
効
率
的
な
派
遣
】

→
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
支
援
派
遣
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ
研
修
事
業

※
都
道
府
県
事
業

【
実
施
率
向
上
】

→
手
話
通
訳
者
設
置
促
進
事
業

【
派
遣
回
数
･
派
遣
時
間
等
の
増
】

→
盲
ろ
う
者
社
会
参
加
等
促
進
事
業

※
都
道
府
県
事
業

意
思
疎
通
支
援
事
業
の
支
援
者
養
成
と
派
遣
の
概
要

都
道
府
県
・
市
町
村
で
養
成
研
修
を
実
施

○
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
の
養
成

○
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
･
介
助
員
の
養
成

○
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援
者
の
養
成

[※
点
訳
、
朗
読
奉
仕
員
の
養
成
は
任
意
]

都 道 府 県

都
道
府
県

○
手
話
奉
仕
員
の
養
成

[※
点
訳
、
朗
読
奉
仕
員
の
養
成
は
任
意
]

市 町 村

知
識
、
技
能
向
上
の
た
め
の
研
修
や
養
成
定
員
数
･
研
修
回
数
を
増
や
す
た
め
の
取
組

○
意
思
疎
通
支
援
支
援
従
事
者
養
成
研
修
促
進
事
業
(県
･
市
)

○
盲
ろ
う
者
社
会
参
加
等
促
進
事
業
(県
)

特
別
支
援
事
業

○
全
国
手
話
研
修
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
→
手
話
通
訳
士
･
者
の
現
任
研
修
を
実
施

○
全
国
盲
ろ
う
者
協
会

→
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
の
現
任
研
修
を
実
施

要
約
筆
記
者
派
遣
事
業

手
話
通
訳
者
設
置
事
業

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業

盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
･
介
助
員
派
遣
事
業

必 須 事 業

必 須 事 業

必 須 事 業

必 須 事 業

※
地
域
生
活
支
援
事
業
の
特
別
支
援
事
業
と
は
、
実
施
率
の
向
上
や
実
施
水
準
に
格
差
が
み
ら
れ
る
事
業
の
充
実
を
図
る
事
業
で
あ
り
、
自
治
体
の
申
請
に
応
じ
て
事
業
費
の
1
/
2
を
補
助
す
る
事
業

特 別 支 援 事 業

特 別 支 援 事 業

特 別 支 援 事 業

任 意 事 業

任 意 事 業

任 意 事 業

国
で
指
導
者
を
養
成

○
社
会
福
祉
法
人
全
国
手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
（
手
話
奉
仕
員
・
手
話
通
訳
者
の
指
導
者
養
成
を
実
施
）

○
社
会
福
祉
法
人
聴
力
障
害
者
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
（
要
約
筆
記
者
の
指
導
者
養
成
を
実
施
）

○
社
会
福
祉
法
人
全
国
盲
ろ
う
者
協
会
（
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
の
養
成
を
実
施
）

○
一
般
社
団
法
人

日
本
言
語
聴
覚
士
協
会
（
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援
者
の
指
導
者
養
成
を
実
施
）

団 体 委 託 費

○
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
の
指
導
者
養
成
を
実
施
）

国

市 町 村 相 互 間 の 連 絡 調 整

必
須
事
業

地 域 生 活 支 援 事 業 地 域 生 活 支 援 事 業

専 門 性 の 高 い 意 思 疎 通 支 援 を

行 う 者 の 派 遣

任
意
事
業

都 道 府 県

市 町 村

失
語
症
者
向
け
意

思
疎
通
支
援
者
派

遣
事
業

任
意
事
業

○
意
思
疎
通
支
援
従
事
者
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
支
援
事
業
（
県
）

・
手
話
通
訳
士
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
事
業

・
手
話
通
訳
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
事
業

・
手
話
奉
仕
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
事
業

・
要
約
筆
記
奉
仕
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
事
業

・
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
事
業

・
手
話
通
訳
士
緊
急
確
保
対
策
事
業

促
進
事
業
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平
成
2
4
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
基
づ
く
障
害
児
支
援
の
見
直
し
に
伴
い
、
児
童
福
祉
施
設
と
し
て
創
設
さ
れ
た
地
域

に
お
け
る
中
核
的
な
支
援
機
関
。

○
発
達
障
害
・
知
的
障
害
・
難
聴
・
肢
体
不
自
由
・
重
症
心
身
障
害
等
の
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
発
達
支
援
や
そ
の
家
族

に
対
す
る
支
援

○
地
域
社
会
へ
の
参
加
（
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
特
別
支

援
学
校
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
関
係
機
関
に
対
し
専
門
的
な
知
識
・
経
験
に
基
づ
く
後
方
支
援
を
実
施

○
こ
の
う
ち
主
に
難
聴
児
を
対
象
と
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旧
難
聴
幼
児
通
園
施
設
）
は
以
下
の
と
お
り
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

出
典
：
全
国
盲
ろ
う
難
聴
児
施
設
協
議
会
加
盟
施
設
（
H

.3
0.

4.
1)
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補
装
具
費
支
給
制
度
の
概
要

補
装
具
費
支
給
制
度
の
概
要

１
．
制
度
の
概
要

1
.
目
的 ①

障
害
者
が
日
常
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
移
動
等
の
確
保
や
、
就
労
場
面
に
お
け
る
効
率
の
向
上
を
図
る
こ
と

②
障
害
児
が
将
来
、
社
会
人
と
し
て
独
立
自
活
す
る
た
め
の
素
地
を
育
成
助
長
す
る
こ
と

2
.
実
施
主
体
･･
･市
町
村

3
.
対
象
者
･･
･補
装
具
を
必
要
と
す
る
障
害
者
、
障
害
児
、
難
病
患
者
等
（
※
難
病
患
者
等
に
つ
い
て
は
、
政
令
に
定
め
る
疾
病
に
限
る
）

4
.
申
請
方
法
･･
･障
害
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
が
市
町
村
長
に
申
請
し
、
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
等
の
判
定
又
は
意
見
に
基
づ
く
市
町
村
長
の
決
定
に
よ
り
、

「
補
装
具
」
の
購
入
又
は
修
理
に
要
し
た
費
用
の
額
（
基
準
額
）
か
ら
利
用
者
負
担
額
を
除
し
た
額
（
補
装
具
費
）
の
支
給
（
※
）
を
受
け
る
。

※
補
装
具
費
の
支
給
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
第
６
条
に
基
づ
く
自
立
支
援
給
付
の
一
つ
で
あ
る
。

補
装
具
と
は
、
障
害
者
等
の
身
体
機
能
を
補
完
し
、
又
は
代
替
し
、
か
つ
、
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
義
肢
、
装
具
、
車
い
す
そ
の
他
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
。

○
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
･･
･
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
。

一
障
害
者
等
の
身
体
機
能
を
補
完
し
、
又
は
代
替
し
、
か
つ
そ
の
身
体
へ
の
適
合
を
図
る
よ
う
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
障
害
者
等
の
身
体
に
装
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
又
は
就
労
若
し
く
は
就
学
の
た
め
に
、

同
一
の
製
品
に
つ
き
長
期
間
に
渡
り
継
続
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
医
師
等
に
よ
る
専
門
的
な
知
識
に
基
づ
く
意
見
又
は
診
断
に
基
づ
き
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

○
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
･･
･具
体
的
に
は
厚
生
労
働
省
告
示
で
補
装
具
の
種
目
、
名
称
、
型
式
、
基
本
構
造
、
上
限
額
等
を
規
定

（
１
）
公
費
負
担
･･
･国
：
５
０
／
１
０
０
、
都
道
府
県
：
２
５
／
１
０
０
、
市
町
村
：
２
５
／
１
０
０

（
２
）
利
用
者
負
担
･･
･原
則
１
割
で
あ
る
が
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
、
以
下
の
負
担
上
限
月
額
を
設
定
。

生
活
保
護

生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
者

０
円

低
所
得

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

０
円

一
般

市
町
村
民
税
課
税
世
帯

３
７
，
２
０
０
円

た
だ
し
、
本
人
又
は
世
帯
員
の
う
ち
市
町
村
民
税
所
得

割
の
最
多
納
税
者
の
納
税
額
が
４
６
万
円
以
上
の
場
合

に
は
補
装
具
費
の
支
給
対
象
外
。

生
活
保
護
へ
の
移
行
防
止
措
置
あ
り

【
身
体
障
害
者
・
身
体
障
害
児
共
通
】
･･
･義
肢

装
具

座
位
保
持
装
置

盲
人
安
全
つ
え

義
眼

眼
鏡

補
聴
器

車
椅
子

電
動
車
椅
子

歩
行
器

歩
行
補
助
つ
え
（
Ｔ
字
状
・
棒
状
の
も
の
を
除
く
）
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置

【
身
体
障
害
児
の
み
】
･･
･座
位
保
持
椅
子

起
立
保
持
具

頭
部
保
持
具

排
便
補
助
具

２
．
補
装
具
と
は

３
．
費
用
負
担

※
「
身
体
障
害
者
福
祉
法
」
(昭
和
2
5
年
度
)「
児
童
福
祉
法
」
(昭
和
2
6
年
度
)を
、
障
害
者
自
立
支
援
法
で
一
元
化
(平
成
1
8
年
1
0
月
)
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名
称

基
本

構
造

付
属

品
基

準
額

高
度

難
聴

用

ポ
ケ

ッ
ト

型

次
の

い
ず

れ
か

を
満

た
す

も
の

。

①
J
IS

 C
 5

5
12

-2
00

0
 に

よ
る

。
9
0
デ

シ
ベ

ル
最

大
出

力
音

圧
の

ピ
ー

ク
値

の
表

示
値

が
1
4
0
デ

シ
ベ

ル
未

満
の

も
の

。

90
デ

シ
ベ

ル
最

大
出

力
音

圧
の

ピ
ー

ク
値

が
12

5デ
シ

ベ
ル

以
上

に
及

ぶ
場

合
は

出
力

制
限

装
置

を
付

け
る

こ
と

。

②
J
IS

 C
 5

5
1
2
-
2
0
15

 に
よ

る
。

9
0
デ

シ
ベ

ル
入

力
最

大
出

力
音

圧
の

最
大

値
（
ピ

ー
ク

値
）
の

公
称

値
が

1
3
0
デ

シ
ベ

ル
未

満
の

も
の

。

90
デ

シ
ベ

ル
入

力
最

大
出

力
音

圧
レ

ベ
ル

の
最

大
値

（
ピ

ー
ク

値
）
の

公
称

値
が

12
0デ

シ
ベ

ル
以

上
に

及
ぶ

場
合

は
出

力
制

限
装

置
を

付
け

る
こ

と
。

電
池

イ
ヤ

モ
ー

ル
ド

34
,2

00

高
度

難
聴

用

耳
か

け
型

43
,9

00

重
度

難
聴

用

ポ
ケ

ッ
ト

型

次
の

い
ず

れ
か

を
満

た
す

も
の

。

①
J
IS

 C
 5

5
12

-2
00

0
 に

よ
る

。
9
0
デ

シ
ベ

ル
最

大
出

力
音

圧
の

ピ
ー

ク
値

の
表

示
値

が
1
4
0
デ

シ
ベ

ル
以

上
の

も
の

。

そ
の

他
は

高
度

難
聴

用
ポ

ケ
ッ

ト
型

及
び

高
度

難
聴

用
耳

か
け

型
の

①
に

準
ず

る
。

②
J
IS

 C
 5

5
1
2
-
2
0
15

 に
よ

る
。

9
0
デ

シ
ベ

ル
入

力
最

大
出

力
音

圧
の

最
大

値
（
ピ

ー
ク

値
）
の

公
称

値
が

1
3
0
デ

シ
ベ

ル
以

上
の

も
の

。
そ

の
他

は
高

度
難

聴
用

ポ
ケ

ッ
ト

型
及

び
高

度
難

聴
用

耳
か

け
型

の
②

に
準

ず
る

。

電
池

イ
ヤ

モ
ー

ル
ド

55
,8

00

重
度

難
聴

用

耳
か

け
型

67
,3

00

耳
あ

な
型

（
レ

デ
ィ

メ
イ

ド
）

高
度

難
聴

用
ポ

ケ
ッ

ト
型

及
び

高
度

難
聴

用
耳

か
け

型
に

準
ず

る
。

た
だ

し
、

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
の

出
力

制
限

装
置

は
内

蔵
型

を
含

む
こ

と
。

電
池

イ
ヤ

モ
ー

ル
ド

87
,0

00

耳
あ

な
型

（
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

）
電

池
13

7,
00

0

骨
導

式
ポ

ケ
ッ

ト
型

IE
C

 6
01

18
-9

(1
98

5)
に

よ
る

。
90

デ
シ

ベ
ル

最
大

フ
ォ

ー
ス

レ
ベ

ル
の

表
示

値
が

11
0デ

シ
ベ

ル
以

上
の

も
の

。

電
池

骨
導

レ
シ

ー
バ

ー

ヘ
ッ

ド
バ

ン
ド

70
,1

00

骨
導

式
眼

鏡
型

電
池

平
面

レ
ン

ズ
12

0,
00

0

補
聴

器
の

購
入

基
準

価
格

は
電

池
、

骨
導

レ
シ

ー
バ

ー
又

は
ヘ

ッ
ド

バ
ン

ド
を

含
む

も
の

で
あ

る
こ

と
。

身
体

の
障

害
の

状
況

に
よ

り
、

イ
ヤ

モ
ー

ル
ド

を
必

要
と

す
る

場
合

は
、

修
理

基
準

の
表

に
掲

げ
る

交
換

の
額

の
範

囲
内

で
必

要
な

額
を

加
算

す
る

こ
と

。

ダ
ン

パ
ー

入
り

フ
ッ

ク
と

し
た

場
合

は
、

24
0円

増
し

と
す

る
こ

と
。

平
面

レ
ン

ズ
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、
修

理
基

準
の

表
に

掲
げ

る
交

換
の

額
の

範
囲

内
で

必
要

な
額

を
、

ま
た

、
矯

正
用

レ
ン

ズ
又

は
遮

光
矯

正
用

レ
ン

ズ
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、
眼

鏡
の

修
理

基
準

の
表

に
掲

げ
る

交
換

の
額

の
範

囲
内

で
必

要
な

額
を

加
算

す
る

こ
と

。

高
度

難
聴

用
耳

掛
形

で
Ｆ

Ｍ
型

を
必

要
と

す
る

場
合

は
89

,0
00

円
増

し
と

す
る

こ
と

と
し

、
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、
修

理
基

準
の

表
に

掲
げ

る
交

換
の

額
の

範
囲

内
で

必
要

な
額

を
加

算
す

る
こ

と
。

デ
ジ

タ
ル

式
補

聴
器

で
、

補
聴

器
の

装
用

に
関

し
、

専
門

的
な

知
識

・技
能

を
有

す
る

者
に

よ
る

調
整

が
必

要
な

場
合

は
2,

00
0円

を
加

算
す

る
こ

と
。
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障
害
者
の
自
立
や
社
会
参
加
を
支
援
す
る
機
器
の
開
発
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小
さ
く
事
業
化
や
実
用
的
製
品
化
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
障

害
者
の
機
器
開
発
に
お
い
て
は
、
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
と
開
発
者
の
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
重
要
で
あ
り
、
開
発
企
業
が
障
害
当
事
者
と
連
携
し
て
開

発
す
る
取
組
に
対
し
て
助
成
を
行
う
こ
と
で
、
障
害
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
適
切
な
価
格
の
機
器
の
実
用
的
製
品
化
を
促
進
す
る
。

障
害
者
自
立
支
援
機
器
等
開
発
促
進
事
業

[平
成
3
1
年
度
予
算
案
1
1
8
,6
0
7
千
円
]
（
平
成
3
0
年
度
予
算
1
5
0
,1
4
3
千
円
）

事
業
目
的

（
１
）
障
害
者
の
自
立
支
援
機
器
の
開
発
（
実
用
的
製
品
化
）
に
対
す
る
助
成

①
テ
ー
マ
設
定
型
事
業
、
②
製
品
種
目
特
定
型
事
業
（
新
規
事
業
）

（
２
）
シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
事
業

民
間
団
体
（
公
募
）

（
１
）
は
、
中
小
企
業
２
／
３
（※
（１
） -
②
は
初
年
度
の
み
1
0
／
1
0
）
、
大
企
業
・
公
益
法
人
１
／
２
。
（
２
）
は
、
定
額
（
1
0
／
1
0
相
当
）

事
業
内
容

実
施
主
体

補
助
率

ニ
ー
ズ
把
握
か
ら
製
品
販
売
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
図

製
品
の
普
及

製
品
の
普
及

開
発
～
試
作
～
実
証
実
験
～
製
品
化

開
発
～
試
作
～
実
証
実
験
～
製
品
化

シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ユ
ー
ザ
ー
・
支
援
者

（
ニ
ー
ズ
）

開
発
・
研
究
者

（
シ
ー
ズ
）

支
援
機
器
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
、
生
活
に
お
け

る
困
り
ご
と
等
を
開
発

側
に
伝
え
る
。

障
害
当
事
者
と
の
意

見
交
換
に
て
ニ
ー
ズ
を

把
握
、
開
発
の
着
想
を

得
る
。

障
害
者
、
家
族

事
業
所
職
員
等

開
発
企
業
、
研
究
者

等

ニ ー ズ を 的 確 に 捉 え た

支 援 機 器 の 開 発 着 手

試
作
○
号
機

実 用 的 製 品 化

普 及

（
１
）
実
用
的
製
品
化
開
発
に
要
す
る
費
用
の
助
成

※
研
究
段
階
を
終
え
基
本
設
計
は
で
き
て
い
る
が
、
試
作
機
の
製
作
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
が
対
象

（
２
）
シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
事
業

試
作
○
号
機

試
作
○
号
機

モ
ニ
タ
ー
評
価
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健
常

軽
度

認
知

障
害

早
期

認
知

症
中

等
度

・
進

行
期

認
知

症

高
齢

者
に

お
け

る
聴

覚
障

害
と

総
合

機
能

・
認

知
機

能
の

包
括

的
評

価
：

難
聴

補

正
に

よ
る

認
知

症
予

防
を

目
指

し
た

研
究

概
要

：
聴

覚
と

認
知

機
能

を
評

価
す

る
全

国
規

模
で

の
多

施
設

共
同

コ
ホ

ー
ト

研
究

を
実

施
す

る

と
と

も
に

、
一

部
の

基
準

を
満

た
し

た
コ

ホ
ー

ト
研

究
参

加
者

に
対

し
補

聴
器

導
入

に
よ

る

難
聴

補
正

を
行

う
。

目
的

：
難

聴
と

認
知

機
能

、
日

常
生

活
と

の
関

係
を

調
べ

る
。

さ
ら

に
補

聴
器

を
用

い
た

聴
覚

障

害
の

補
正

に
よ

る
認

知
機

能
、

生
活

機
能

の
改

善
を

評
価

す
る

対
象

：
も

の
忘

れ
又

は
聞

こ
え

に
く

さ
を

自
覚

し
、

補
聴

器
の

使
用

経
験

が
な

く
認

知
症

で
は

な

い
高

齢
者

（
適

格
基

準
：

6
0

-
8

5
歳

、
M

M
S

E
 2

0
-
3

0
 a

n
d
 C

D
R

0
-
0

.5
）

評
価

項
目

：
M

M
S

E
変

化
量

、
M

o
C

A
や

心
理

評
価

項
目

の
変

化
量

、
転

倒
・

イ
ベ

ン
ト

有
無

リ
ス

ク
↓

難
聴
と
認
知
症
の
関
連

(A
M

ED
認
知
症
研
究
開
発
事
業

: 2
01

8-
20

20
)

長
寿
含
む

10
施
設

（
神
経
内
科

/老
年

/耳
鼻
科
）

北
海
道
大
学

（
言
語
）

久
留
米
大
学

（
統
計
）

北
海
道

八
雲
町

東
京
都

板
橋
区

愛
知
県
一
宮
市

鹿
児
島
県
垂
水
市

【
病
院
コ
ホ
ー
ト
】

【
地
域
コ
ホ
ー
ト
】

主
任
研
究
者

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
佐
治

直
樹

転
倒

や
め

ま
い

な
ど

耳
鼻

科
に

関
連

す
る

合
併

症
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2

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
物
忘
れ
セ
ン
タ
ー

佐
治
直
樹

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
学

小
川
郁

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
精
神
神
経
科
学

三
村
將

愛
知
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
学

内
田
育
恵

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
耳
鼻
咽
喉
科

曾
根
三
千
彦

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
耳
鼻
咽
喉
科

山
岨
達
也

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
加
齢
医
学

亀
山
裕
美

東
京
女
子
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科

野
中
学

東
京
女
子
医
科
大
学
神
経
内
科
学

北
川
一
夫

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所

鈴
木
宏
幸

三
重
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科

竹
内
万
彦

三
重
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
神
経
病
態
内
科
学

冨
本
秀
和

杏
林
大
学
医
学
部
高
齢
医
学

神
﨑
恒
一

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
地
域
在
宅
医
療
学
・
老
年
科
学

梅
垣
宏
行

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
・
精
神
医
学

岩
本
邦
弘

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
感
覚
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学

中
島
務

愛
知
医
科
大
学
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

室
谷
健
太

研
究
組
織
体
制
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難
聴
児
者
へ
の
医
療
の
提
供
に
つ
い
て

※
人
工
内
耳
用
材
料
の
定
義

①
薬
事
承
認
又
は
認
証
上
、
類
別
が
「
医
療
用
品
（
４
）
整
形
用
品
」
で
あ
っ
て
、
一
般
的
名
称
が
「
人
工
内
耳
」
で
あ
る
こ
と
。

②
補
聴
器
で
は
症
状
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
高
度
感
音
性
難
聴
又
は
補
聴
器
で
は
十
分
な
症
状
改
善
が
得
ら
れ
な
い
低
音
域
に
残
存
聴
力

を
有
す
る
高
音
急
墜
型
聴
力
像
を
呈
す
る
感
音
難
聴
に
対
し
て
、
人
工
内
耳
植
込
術
を
実
施
す
る
に
際
し
、
聴
力
改
善
を
目
的
に
使
用
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

■
手
術

○
人
工
内
耳
植
込
術

40
,8

10
点

■
人
工
内
耳
用
材
料

(１
) 人
工
内
耳
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
（
電
極
及
び
受
信
－
刺
激
器
）
1,

62
0,

00
0円

(２
) 人
工
内
耳
用
音
声
信
号
処
理
装
置

①
標
準
型

92
3,

00
0円

②
残
存
聴
力
活
用
型

91
5,

00
0円

(３
) 人
工
内
耳
用
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト

①
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン

38
,4

00
円
②
送
信
コ
イ
ル

10
,6

00
円

③
送
信
ケ
ー
ブ
ル

2,
70

0円
④
マ
グ
ネ
ッ
ト

7,
79

0円
⑤
接
続
ケ
ー
ブ
ル

4,
40

0円

■
医
学
管
理

○
高
度
難
聴
指
導
管
理
料

•
人
工
内
耳
植
込
術
を
行
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
以
内
の
期
間
に
行
っ
た
場
合

50
0点

•
そ
の
他
の
場
合

42
0点

人
工
内
耳
植
込
術
を
行
っ
た
患
者
、
伝
音
性
難
聴
で
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が

60
dB
以
上
の
場
合
、
混
合
性
難
聴
又
は
感

音
性
難
聴
の
患
者
に
つ
い
て
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
医
師
が
療
養
上
必
要
な
指
導
を
行
っ
た
場
合
に
算
定
す
る
。

■
検
査

○
補
聴
器
適
合
検
査

１
回
目

1,
30

0点
２
回
目
以
降

70
0点
（
月

2回
に
限
る
）

聴
力
像
に
対
し
電
気
音
響
的
に
適
応
と
思
わ
れ
る
補
聴
器
を
選
択
の
上
、
音
場
で
の
補
聴
器
装
着
実
耳
検
査
を
実
施
し
た

場
合
に
算
定
す
る
。

保
険
適
用
さ
れ
て
い
る
難
聴
患
者
へ
の
主
な
診
療
行
為
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個人課税課情報第 3号（平成 30 年 4 月 16 日国税庁個人課税課）抄 

 

補聴器の購入費用に係る医療費控除の取扱いについて（情報） 

 

 標題のことについて、厚生労働省から照会があり、これに対して次のとおり回

答したので、今後の執務の参考とされたい。 

 

（照会要旨） 

 医師等による診療や治療を受けるために直接必要な補聴器の購入費用につい

ては、医療費控除の対象となる医療費に該当するとされているところですが、今

般、一般社団法人耳鼻咽喉科学会が定めた「補聴器適合に関する診療情報提供書

（2018）」（別添参照。注）において、医師等による診療や治療と購入する補聴器

の関係を記載する項目が設けられました。 

 この項目により、購入する補聴器が医師等による診療や治療を受けるために直

接必要である旨が記載（証明）されている場合の当該補聴器の購入費用について

は、一般的に支出される水準を著しく超えない部分の金額であれば、医療費控除

の対象となると考えますが、貴庁の見解を承りたく照会いたします。  

 

（注） 同学会が認定した補聴器相談医が患者の耳科に関する医学情報や聴覚に

関する情報等を記載し、補聴器の新規適合や更新等のために患者に交付するも

のです。 

 

(回答) 

 医師による診療や治療などのために直接必要な補聴器の購入のための費用で、

一般的に支出される水準を著しく超えない部分の金額は、医療費控除の対象と

なります。 

 補聴器が診療等のために直接必要か否かについては、診療等を行っている医師

の判断に基づく必要があると考えられますので、一般社団法人耳鼻咽喉科学会

が認定した補聴器相談医が、「補聴器適合に関する診療情報提供書（2018）」によ

り、補聴器が診療等のために直接必要である旨を証明している場合には、当該補

聴器の購入費用（一般的に支出される水準を著しく超えない部分の金額に限り

ます。）は、医療費控除の対象になります。 
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